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THE SERVICE CLUB OF YMCA 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S 

CLUB 

THE Y’S MEN’S CLUB OF SAPPORO 

CHATERED IN 

NOVEMBER 21,1955 

c/o YMCA 
MINAMI 11 NISHI 11 
CUO-KU SAPPORO 
〒064-0811 
011(561)5217 

― 主 題 ― 

國際会長      

アジア会長     

東日本区理事  

北海道部部長    

札幌クラブ会長  

 

札幌クラブ役員 

会 長  宮﨑 善昭 

書 記  中田 千鶴 

会 計  秋葉 聡志 

直前会長 宮﨑 善昭 

 

Joan Wilson (カナダ) 
Tung Ming Hsiao（台湾） 
利根川 恵子（川越） 
山本 雅之（十勝） 
宮崎 善昭（札幌） 

 

キックオフ・ＹＭＣＡサービス・SF・RBM（Roll Back Malaria） 

２０１６年８月 

２０１６年７月例会     在籍会員 １1名   例会出席 8名   メネット 0名    メーキアップ 0名 

出席報告     ゲスト １名    ビジター 0名    出席者合計 8名     出席率  73％ 

 

 

 今月の聖句 

「Our future Begins Today」 
「Respect Y’s Movement」 
「明日に向かって 今日働こう」 
「視点を変えて見てみよう」 

「親しくそして語り合う例会を」 

 

 

 

兄弟としていつも愛し合いなさい。旅人をもてなすことを忘れてはいけませ

ん。そうすることで、ある人たちは、気づかずに天使たちをもてなしました。  

ヘブライ人への手紙 第 13 章 1～2 節  （中田千鶴選） 

 

 
 

イにかしずかれて食事をしました。食事のたびにメニュ
ーが印刷されて配られました。南へ下ってハワイ航路な
ら静かな航海になるそうですが、移民船なので最短の直
線のアリューシャン寄りの北大平洋を突っ切っていき
ました。船長は夏で穏やかだと言っていましたがどうし
て私たちには地獄でした。 
４週間かけて遂にサン 

フランシスコに到着です。 
今は、日本からアメリカ 
へは飛行機で１０時間で 
す。でも、勝海舟が咸臨 
丸で渡った時は６週間か 
かりましたから文句は言 
えません。明け方、登る 
朝日に向かってゴールデ 
ンゲイトブリッジをくぐって行ったときは皆が涙を流
していました。さらに南下して、ロスアンゼルスで上陸
しました。町に入り最初に驚いたのは道の両側に車が隙
間なく駐車していることでした。（札幌では三越の前に
駐車できました。）もちろん日本車は一台もありません
でした。それから２泊３日、セントラル・パシフィック
鉄道、ユニオン・パシッフィックを乗り継ぎ、ニューヨ
ークへ向かいます。ロスからニューヨーク、今なら飛行
機で５時間です。鉄道を使うなんてよほどの暇人か、物
好きか、金持ちだけです。大陸横断鉄道に乗れて本当に
幸運でした。ロス郊外に林立する油井が石油をくみ上げ
ていました。ロッキー山脈をあえぎあえぎ上り、大平原
に陽が上り、また陽が沈み、１日中玉蜀黍畑の中、アメ
リカの途方もない大きさをいやというほど実感できま
したから。 ページ数も尽きました。「はるかな昔 遠
い国」第１篇を終わらせて頂きます。 
 

 

巻頭言     はるかな昔 遠い国          札幌クラブブリテン担当 中田 靖泰 

 

 私がアメリカを最初に訪れた 

のは 1960 年でした。アメリカ政 

府のフルブライト奨学金を得て、 

東海岸のロードアイランド州の 

名門ブラウン大学に留学するこ 

とになりました。横浜のメリケン 

波止場からブラジルに行く移民 

船アルゼンチナ丸に乗りました。 

 ２月前に結婚した千鶴も一緒に             

行くはずでしたが、外貨制限で駄
目でした。1 ドル 360 円の時代でした。アルゼンチナ丸
は戦前は北太平洋航路の豪華船として名を馳せました。
戦時中は海軍に徴用されて、空母「海鷹」として活躍し
ました。私が乗った頃のアルゼンチナ丸は南米への移民
船でした。1,000 名を超す移民の方々が、テープを握っ
て、見送りの人々とおそらく再び見ることのないであろ
う母国に別れを告げる光景は涙なしには見れない光景
でした。移民の方々が乗る船倉には驚きました。体育館
のような大きな空間に２段ベットならぬ４段ベットか
５段ベットがぎっしりと組まれています。南米までの長
旅はさぞかし辛いものだったと思います。それでも移民
の方々は希望に満ちて目が輝いていました。毎日、これ
からの母国語になるはずのポルトガル語を一生懸命に
練習していました。この方々が、後に「移民」ではなく
実は「棄眠」だったと知って、船の中で仲良くなった子
供たちはどうしているだろうと胸が痛んだものでした。
それに引き換え、私たちフルブライト留学生１０名の１
等船室での生活は快適そのものでした。人生であれほど
贅沢な生活をしたことはありません。毎日，３食、船長、
機関長などとボーイにかしずかれて食事をしました。食
事のたびにメニューが印刷されて配られました。南へ下
ってハワイ航路なら静かな航海になるそうですが、移民
船なので最短の直線のアリューシャン寄りの北大平洋
を突っ切っていきました。船長は夏で穏やかだと言って
いましたがどうして私たちには地獄でした。波は数十メ
ートルの高さに思えました。波頭に乗ったときは１万ト

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌ワイズメンズクラブ 2016 年 8 月 p.2 

 

 

日時：2016 年.8 月 17 日（水）18:30～20:30 

会場：クラッセホテル札幌 2F 会議室 

    札幌市中央区南 1 条西 7 丁目 1-2 

             Tel. 011-281-3800 

例会会費： 1, 200 円 

プログラム 

18：30 各自食事 

19：00            司会 秋葉 聡志            

① 開会点鐘       札幌クラブ会長 宮崎 善昭 

② ワイズソング、ワイズの信条    全員 

③ 聖句               中田 千鶴 

④ 会長あいさつ         会長 宮崎 善昭 

⑤ 誕生日    ８月２７日 安田 文子会員 

  結婚記念日  なし     

⑦ 卓話 

「台北国際会議報告」    
 

 

宮﨑善昭会長 

柴田伸俊会員 
 

         

 
⑧ 諸報告 

⑨ YMCA 報告 YMCA 担当主事  佐藤 雅一 

⑩ 今月の歌 

 

[栄冠は君に輝く！] 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 日 時：2016 年 7 月 19 日（火）16:30～21:00 

場 所：札幌クラッセホテル 2F 会議室 

出席者：秋葉、佐藤、柴田、中田千鶴、中田靖泰、伏木、

宮崎、安田、柳沼   ９名 

 新年度最初の例会。宮﨑会長が「楽しい充実した語 

り合う例会を」という主題を語り、会員の協力を求め 

ました。 

卓話では北海道ＹＭＣＡの野外活動スタッフの木 

田貴浩氏が日本に近代的なキャンプを初めて導入し

た大阪ＹＭＣＡの働き、その理念を解説し、さらに現

在北海道ＹＭＣＡが展開している多様なキャンプを

パワーポイントを使い詳しく楽しく語ってくれまし

た。北海道Ｙのキャンプと言えばチミケップしか知ら

なかった会員たちは黒松内や日高、さらには奥尻島に

までＹのキャンプが広がっているのを初めて知って

驚き、かつ喜びました。 

 「今月の歌」では「みかんの花咲く丘」を歌いまし

た。ここでも、この歌がＧＨＱ（アメリカ進駐軍司令

部）の検閲を受けなければならなかったこと、ロケ地

に向かう汽車の中で数時間で作曲されたこと、「母さ

んと」という歌詞が当時多くいた戦災孤児たちを悲し

ませないように「姉さんと」に改められたこと、など

を知って驚き、また今昔の感に打たれました。 

 例会終了後、会場を１階の「ひだまり庭」に移して

佐藤雅一担当主事の「主事認証」の祝賀会を開きまし

た。主事論文は「ＹＭＣＡの国際プログラム」だった

そうです。長年のベトナムワークの経験を活かしたい

い論文ができたと思います。 

 

 

 

 

何故この聖句を？   中田 千鶴 

ここにある「兄弟」は勿論肉親の兄弟ではありま

せん。世界中の人は皆「兄弟姉妹」なのです。「知ら

ずに天使をもてなす」こともあるのです。マタイ 25

章 40 節の「最も小さき者の一人にしたのは」と同じ

心だと思います。この聖句を読んで、今世界を悩ま

しているシリアからの「避難民」も実は「兄弟姉妹」

で「旅人」であることに気づきましょう。 

 

 

 

札幌クラブ ７月事務会 
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⑪ 閉会点鐘   会長 宮崎 善昭 
 

 

札幌ワイズメンズクラブ７月例会 

 

日 時：2016 年 7 月 25 日（月）19:00～20:30 

場 所：北海道ＹＭＣＡ総主事室 

出席者：秋葉、佐藤、柴田、中田千鶴、伏木、宮崎、

６名 

議題： 

① ８月例会卓話 ＹＭＣＡさんかく 

② 2016～2017 巻頭言、聖句担当者決定 

③ 卓話者を各自推薦 

④ ＤＢＣ京都パレスクラブとのファンド事業を目

向きに研究・推進することに決定した。 

担当委員：宮﨑会長、柴田Ｙサ 

⑤ 8 月 11 日（木）、北海道ＹＭＣＡ黒松内キャンプ

場を激励訪問することに決定。 

⑥ 9：00 ＹＭＣＡに集合。会員の車数台に分乗。 

⑦ 台北国際大会出席者は宮﨑会長夫妻、柴田３名。 

 
主題とスローガン 

 今年度の国際役員の「主題」はご存知のことと思いま

す。ブリテンの１ページに記載されています。「主題」

を補強する「スローガン」もご紹介します。 

 ▼国際会長 Joan Wilson （カナダ） 

   “Together We Can Do So Much More” 

   「手を取り合えばもっと多くのことができる」 

 ▼アジア会長 Tung Ming Hsiao （台湾） 

   “Solidrity Y’s Men Family for Better World” 

 「より良い世界のために Y’s Family の絆を強めよう」 

 ▼東日本区理事 利根川 恵子 （川越） 

   “Together Let’s Roll Now!” 

   「手を取り合って、いま、行動！」 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話のページ 

ＹＭＣＡキャンプの歴史 

 1920 年、六甲山麓で最初のキャンプが行われました。

大阪ＹＭＣＡ少年たちのために試みた松林の中の２週

間の簡易天幕生活キャンプで、これが日本における最初

のキャンプとなります。この活動は瞬く間に全国に広が

っていき、現在では年間を通しておよそ 22,000 人の子

供たちが全国各地でＹＭＣＡキャンプを経験していま

す。ＹＭＣＡがこれまで大切にしてきたキャンプには、

いつの時代においても可能性と喜びがあり、その経験を

通じて大切にしてきたキャンプには、いつの時代におい

ても可能性と喜びがあり、その経験を通して多くの人が

育ち、変えられてきました。日本ＹＭＣＡ同盟では２０

２０年のキャンプ１００周年にむけて、１００のＹＭＣ

Ａストーリーを集めて、ＨＰなどに掲載しています。 

ＹＭＣＡキャンプの７つの目的 

 1954 年、名古屋ＹＭＣＡで日本ＹＭＣキャンプィレ

クター協議会が行われ、キャンプの目的７項目が決定し

ました。 

① 自然生活を楽しみ、自然に適応する能力を身につけ

る。 

② 良い習慣を育て、実践する。 

③ 健康のための知識を得て、自分の身体を守る方法を

知る。 

④ 生活を豊かにする技術を学び、想像力を育む。 

⑤ 良き友人を作る方法を学び、互いの存在と生命を尊

重する心を育む。 

⑥ 民主的なグループ経験から、社会にかかわる責任感

をはぐくむ。 

⑦ 神の恵みを知り、感謝の気持ちを養う。 

これらは日本ＹＭＣＡキャンプスタンダードに記載

されており、５年おきに改訂されています。 

運営組織・グループ指導体制 

✦各キャンプコースディレクターの指導のもと、キャン

プリーダーがそれぞれに役割を分担し（カウンセラー・

リーダー、プログラム・リーダー、キッチン・リーダー

など）、 一つひとつのキャンプを運営していきます。 

✦学年や年齢構成に配慮し、男女別に８名程度のグルー

プを編成し、１グループに１名のカウンセラ－・リーダ

ーがつきます。グループの指導者は、２４時間体制でキ

ャンパーと寝食を共にします。また、各キャンパーには、

キャンプ中に様々な役割が与えられ、協力してひとつの

キャンプを進めていきます。 
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６月卓話 北海道ＹＭＣＡキャンププログラム 

北海道ＹＭＣＡ野外スタフ 木田 貴寛 

 

北海道ＹＭＣＡのキャンプ 

 北海道ＹＭＣＡが所有するチミケップ国際キャンプ

場をはじめ、札幌で多くの子どもを集めている当別町

にある道民の森神居尻地区キャンプ場、日高青少年自

然の家、奥尻島、黒松内など、様々なキャンプ場でそ

れぞれの興味の応じた体験ができるように企画してい

ます。 

今年度も２５０名ほどの子どもたちがキャンプに参

加し、ＹＭＣＡスタッフ・ユースボランティアリーダ

ーと共に活動を行っています。各キャンプごとにテー

マ・ねらいを設定し、体験活動だけで終わらないよう

にプログラムや集団生活を通して様々な学びを得る貴

重な経験をしています。 

▼チミケップキャンプ 

1964 年開設以来 50年、その間アメリカ、ロシア、台

湾、韓国、香港、オーストラリアなど世界中多くのリ

ーダー、キャンパーを育てた北海道ＹＭＣＡが誇る国

際キャンプ場です。原生林に囲まれた神秘の湖、豊か

な動植物、多くの自然に囲まれた中で、カヌー、ボー

ト、ロープダイビング、フィッシングなどの湖水を活

用したプログラムやアーチェリー、キャンプファイア

ー、など、など普段は体験することのできない本格的

なプログラムを体験できます。海外のリーダーと共に

活動し、英語での日常会話を学ぶこともできます。 

 

 

 

 

 

 

 

▼道民の森キャンプ 

 石狩郡当別町神居尻地区の様々な森を使って、自然

や森の仕組みを楽しみながら学びます。道立の立派な

施設を使ったキャンプですので、キャンプが初めての

子供たちでも安心して参加できるキャンプです。「なか

よしの森」、「チャレンジの森」、「ワイルドの森」、「ク

ッキングの森」などいろんな森を探検することができ

ます。 

▼日高キャンプ 国立日高青少年自然の家 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼奥尻島アイランドキャンプ 

 奥尻島の広々とした海で泳ぎ、島で捕れる海産物の

加工を体験するなど、北海道でなければ体験できない

キャンプです。 

▼黒松内ブナの森 化石キャンプ 

 黒松内が日本のブナ林の北限です。その貴重なブナ

林と美しい添別川を中心にブナ林散策、川遊び、小魚

釣り、化石とり、化石の標本作りなど黒松内でしか体

験できない自然体験を満喫できるキャンプです。 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

上：神秘の湖チミケップ 

 中央がロープダイビング 

 に使う桟橋。 

右：チミケップのシンボル 

のメインホール 

右の左： 

 奥尻島のシンボル「なべつ

る岩」鍋のつるににている。 

右の右 

 キャンプでは五右衛門風

呂にも入いります。・ 
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ブリテン巻頭言・聖句担当、支援行事予定表 
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１、ベトナムボランティアワー 

 ８月３日７名のボランティ 

アとスタッフの佐藤がベトナ 

ムに向けて出発します。昨年 

２０周年を迎え評価と今後に 

報告生を確認し、引き続きベ 

ンチェ省で子供達のために教 

室を建設していきます。 

 現地では壁・窓枠・扉など 

のペンキ塗りを中心としたワ 

ークの他、ホームビジットも予定されており、８月１

０日には贈呈式を行います。 

２．海外からのボランティアリーダー 

 今年もチミケップ国際キャンプ場には、マイクさん

の他に、台湾からのリーダー９名、アメリカからのリ

ーダー２名、合計 12 名がボランティアリーダーとして

活動しています。8月 13日まで活動し、その後はほと

んどの人が日本各地を観光してから帰るようです。 

３．将来構想委員会 

 ８月１６日、第１回の将来構想委員会が開催されま

す。将来構想委員会はＹＭＣＡの現状を把握検討し、

将来計画を策定していく上での基礎を作っていく委員

会で、札幌ワイズメンズクラブの伏木さんが委員とし

て参加していきます。 

4．バザー 

 今年のバザーは１０月２日（日）に行われ、実行委

員長には札幌ワイズメンズクラブの宮﨑会長が就任し

ます。 即売コーナーを始め、ビンゴ大会・ゲームコ

ーナー・イベントなどで使用する寄贈品を集めていま

す。 ご家庭で使わなくなっている物がありましたら、

是非今年のバザーにご寄贈下さいますようお願い申し

上げます。 

      ≪ご寄贈頂きたい物≫ 

 ★商品券・ギフト券・洗剤・贈答品・家庭雑貨・タ

オル類・寝具類、等 

 ★食料品・調味料・お米・砂糖・お菓子、等 

 ★古本・ＣＤ・ＤＶＤ・ゲームソフト 

        即売コーナーで販売します。残った分はブ

ックオフに販売し、売上をバザーの収入と 

     させていただきます。 

 ★社名入りや販売促進用の商品でも結構です。 

＊誠に勝手ながら、大型家具・古着・使用済みの食器

等の他、バザーでは販売が難しいと思われる品 物に

つきましてはご寄贈を辞退させていただく場合がござ

いますので予めご了承下さい。 

ご不明な 場合はお問い合せ下さい。 ＊寄贈品は、

９月５日以降ＣＡの受付までお持ち下さい。 

 

 

 

ワイズの信条  

１． 自分を愛するように、隣人を愛そう。 

２． 青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう。 

３． 世界的視野をもって、国際親善をはかろう。 

４． 義務を果たしてこそ、 

権利が生ずることを悟ろう。 

５． 会合には出席第一、 

社会には奉仕第一を旨としよう。 
 
 

 

 

年 月 例会日 巻頭言 聖 句 支援行事 

２

０

１

６

年 

7 月 7月15日 中田千鶴 中田靖泰 チミケップワーク 

8 月 8月16日 中田靖泰 柳沼慈子 キャンプ訪問 

9 月 9月20日 柳沼慈子 伏木 康 全道サッカー 

10月 10月18日 安田文子 秋葉聡志 Ｙバザー 

11月 11月15日 伏木 康 柴田伸俊 
らっこ水泳 
街頭募金 

12月 12月20日 川上由美子 佐藤雅一 ＹＭＸマス 

２

０

１

７

年 

1 月 合同例会 秋葉聡志 安田文子 合同例会 

2 月 2月21日 佐藤雅一 川上由美子  

3 月 3月21日 柴田伸俊 宮﨑善昭 ユース VLF 

4 月 4月18日 中田千鶴 伏木 康 第２回評議会 

5 月 5月16日 中田靖泰 柳沼慈子 チャリティラン 

6 月 6月20日 宮﨑善昭 柳沼慈子  

実施日未定の 

支援事業 

１． 時計台コンサート 

２． チミケップワーク 

 

 ＹＭＣＡニュース   担当主事 佐藤 雅一 

 
 

 

 

 

写真左、上： 

2015 年バザーでの

札幌クラブの活躍。 

 

北海道部第 1回評議会・部会 

十勝クラブ 40 周年記念例会 

評議会・部会 

日時：2016 年 8 月 27 日（土）13:00～ 

会場：とかちプラザ（JR 帯広駅前） 

 12：30 受付開始 

 13：00 評議会開始 （２階） 

 15：００北海道部部会（３階） 
 

特別講演 

「ワイズへの思い 
～ これまでとこれから ～ 

講師：盛田 恵三 

第 38 代日本区理事 京都ウエストクラブ 
 

記念写真撮影 
 

懇親会 

会場：ホテル日航ノースランド（JR 帯広駅前） 

 18：00 開会 ～ 20：00 閉会 

登録費： ８，０００円（資料代・懇親会費） 


